
1 申請者 看護師 永田　はるみ

2019-27 日内変動表の自己記録に取り組むパーキンソン病患者への介入

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

2 申請者 看護師 岡平　真優香

2019-28
小児期におけるてんかんのある患者の内服薬自己管理への移行支援に
ついての検討
～服薬管理状況の実態調査と移行期支援の関わりから考察する～

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

3 申請者 看護師 久保田　香織

2019-29
表情スケールを用いた人工呼吸器装着中の重症心身障がい児・者の意
思表示の検討

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

4 申請者 看護師 押野　竜之介

2019-30
重症心身障がい児（者）のDNRに対する患者家族の理解、家族の意思決
定支援のための看護師としての関わりを考える。

研究の概要

判定 承認 本申請は承認された。

令和2年1月8日審議

患者の日内変動の自己記録が出来るよう看護師が介入し、自己記録を振り返る事により、患者
が時間薬を把握し、自己の症状・副作用について詳細に表現出来るようになる。

小児期におけるてんかんのある患者の内服状況の実態把握と過去の入院患者で内服薬自己管
理へ移行していった小児期におけるてんかんのある患者の事例を分析し、移行時期のきっかけ
や共通する点を探り、今後患者に適した内服薬自己管理の移行期を判断するときの手立てを探
る。

特に１名の患者に注目し個人の表情の変化を日常の場面で撮影し、表情と状況の関連性を考
察することによって個別の表情スケールを作成し、「はい」の意思表示にあたる笑顔を明らかに
することを目的とする。

患者家族のＤＮＲの説明に対する認識がどの程度であったか、なぜＤＮＲを選択したのか、実際
の場面をみてどのような心境の変化があってＤＮＲから変更したのかを分析し、看護師としてど
のように家族と関わっていく必要があるのか、また、意思決定を支援していく必要があるのかを
考えるため本研究を行う。


